
第２章
俳句の鑑賞

ここでは俳句を詠むための鑑賞方を学びます。
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第２章
～俳句の鑑賞～

第２章では、俳句を鑑賞するためのポイントを説明
してゆきます。



この三つのポイントを中心に説明してゆきます。

俳句鑑賞とは

「起こり」 「歴史」 「展開」
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第２章
～俳句の鑑賞～
No１ 俳句の起こり

俳句は江戸時代に松尾芭蕉によって全
国に広められたと言われています。



俳句の起こりとは？

俳句は江戸時代には俳諧と呼ば
れ、もとは「こっけい」・「おもしろ
味」といった意味で、室町時代か
ら盛んであった連歌がその起こり
と言われています。

連歌とは、二人以上の人が、和歌の、上(かみ)の句５・７・５と下(しも)の句
７・７とを互いによみ合って、続けて行く形式の歌のことです。この５・７・５
が発句となり現代の俳句となったと言われています。
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例句

発句：秋深き隣りは何をする人ぞ（芭蕉）・秋
脇：梢を去りし鵙の一声（弥生）・秋

句の解釈

季語は「秋深き」「鵙」秋。

秋の深まる物寂し気な頃となり隣人はいったい何をしているのか哀れな想いだ。そこへ

鵙の鳴き声が響いて来た。梢から飛び去る鵙の姿が一層ものの哀れを誘う。

この連句は芭蕉の名句に現代の作家弥生さんが脇句を付けた連
歌です。

（「おしゃべり連句講座」より抜粋）



それでは次回は～俳句の鑑賞No2「歴史」～
です。お楽しみに！
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